
福生市



１ 福生市のウクライナ避難民支援

①市営住宅の提供（最大３戸）
②一時金及び生計支援金の支給
③社会活動支援（翻訳機の貸与など）
④ウクライナサポートカードの交付
（ゴミ袋の減免など）

人道的観点から主として次の支援を実施



２ 市営住宅受入れに係る課題

•どうやって買い物する？
•病院には一人で行ける？
•郵便物は出せる？
•日本の生活水準は理解している？ など

⇒住宅を提供し、生活費を支給するだけで、福生
市で生活できるのか？



３ 生活支援委託について

（１）スタートアップ支援
期間：入管でのヒアリングから概ね１カ月程度（月１５日程度）
内容：①生活支援：必要な家具等の提案や生活習慣の支援

②健康管理：健康面・精神面のフォローや医療機関の紹介
③福祉・教育支援：母国と可能な限り同等の福祉・教育環境を提供
④その他：行政手続に係る支援 など

（２）生活定着支援
期間：概ね１カ月半程度（月８日程度）
内容：スタートアップと同様

⇒福生市の地理や環境を熟知し、様々な関係機関と
円滑に連携する事業者に委託したい



３ 生活支援委託について

【効果】
（１）生活支援のプロによる伴走型の支援
（２）避難民の安心感
（３）民間だからできるフレキシブルな対応
（４）その他団体との連携
（５）職員の負担軽減



特定非営利活動法人
インクルージョンセンター東京オレンヂ

当法人は就労・居住・生活・学習支援により、

ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の実現を目的に活動するNPO法

人として社会貢献を行っています。

インクルージョンとは「排除」の反意語であり、包摂、含み支え合うというこ

とです。

当法人は社会から排除された状態にある方達を、再び社会を支える一員と

して戻っていく場面を応援するという理念に基づき活動しています。



特定非営利活動法人
インクルージョンセンター東京オレンヂ

これまで多数の自治体から、

自立相談支援、居住支援、就労支援、就労準備支援（被保護者含む）、ひきこ

もり支援、家計改善支援、子どもの学習・生活支援、一時生活支援、ホームレ

スの巡回相談 などを受託し、生活困窮者自立支援法が目指す趣旨・理念の

実現に取り組んでまいりました。

設立以来、生活困窮者を対象とした自治体からの委託業務を30件以上受

託し、いずれの事業でも高い専門性により効果的な支援を行っています。





自立相談支援事業とは

自立相談支援事業は、生活困窮者からの相談に早期かつ包括的に

応ずる相談窓口となります。

ここでは、生活困窮者の抱えている課題を適切に評価・分析（アセス

メント）し、その課題を踏まえた「自立支援計画」を作成するなどの

支援を行います。 また、関係機関との連絡調整や支援の実施状況

の確認なども行います。



日常生活自立

社会生活自立

就労自立

支援プランの「三つの柱」



自立相談支援事業（任意事業）

(1)就労準備支援事業

一般就労に必要な訓練を、日常生活自立、社会生活自立段階から有期で実施します。

(2)一時生活支援事業

住居のない方に対して、一定期間宿泊場所や衣食の提供等を行います。

(3)家計改善支援事業

家計状況の把握や家計改善に向けた意欲の向上を図る支援、貸付けのあっせん等を行います。

(4)子供の学習・生活支援事業

生活困窮世帯の子供に対して、学習支援や保護者への進学助言、生活習慣や育成環境の改善に関

する助言等を行います。






